
 第Ⅰ部 第１章 オリエントと地中海世界 

  ２ ギリシア世界（２）民主政へのあゆみ・アテネ民主政とペルシア戦争  

教教教教 p39(L15)p39(L15)p39(L15)p39(L15)～～～～p42(L9)p42(L9)p42(L9)p42(L9) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＝将軍【⑯        】の時代 

   ○【⑰         】が全員参加する【⑱     】により政治が行われる！ 

   ○政治に関わる役人は，全市民から抽選で選出 

原因 【⑨         】朝ペルシアが全オリエント統一（前 525 年） 

→ミレトス（イオニア地方）などのギリシア人植民市がペルシアに反乱 

     →反乱を支援したアテネにアケメネス朝ペルシア（ダレイオス 1 世）が侵攻！ 

主な戦闘 

〔前 490 年〕 【⑩       】の戦い 

〔前 480 年〕 【⑪       】の海戦…アテネ海軍（将軍【⑫          】が活躍） 

〔前 479 年〕 【⑬        】の戦い 

 

〔前 508 年〕 【⑥           】の改革  

           ○【⑦         】（オストラシズム）の制度 …僭主の出現を防止 

           ○血縁による 4 部族制から，地域的な 10 部族制に再編！ 

                              …平民に有利な代表者選出制度 

＝平民の不満を利用して非合法的に政権を奪った独裁者による政治 

アテネ民主政発達の歴史 

王政 

貴族政 〔 前 8Ｃ 〕 少数の貴族が政治を独占！ 

民主政への改革 〔 前 7Ｃ～6Ｃ初 〕 

平民が参政権を要求！ 

〔前 621 年〕 【①        】が法律を成文化…貴族の感情で決められていた裁判の基準を法律で示した！ 

〔前 594 年〕 【②       】の改革 …貴族と平民の対立を調停した 

            ○【③        】の開始 …参政権を与える基準を財産額とする！ 

→富裕な平民にも参政権！！ 

            ○債務奴隷の禁止 …平民の減少を阻止（＝重装歩兵の維持） 

【④      】政治 〔 前 6Ｃ半ば 〕 貴族政→民主政への過渡期 

 

〔前 561 年〕 僭主【⑤            】の政治   …貴族の力を抑えて中小農民を保護 

民主政への改革② 〔 前 6Ｃ末 〕 

【⑧       】戦争 〔 前 500～449 年 〕 

結果 ポリス連合軍の勝利！ …「専制帝国ペルシアから，民主政治を守った！」 

     ※ペルシアの再侵攻に備えて【⑭          】結成（盟主【⑮      】） 

アテネ民主政の完成 〔 前 5Ｃ半ば 〕 
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